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■研究の背景
　使用済み乾電池の再生処理において、焙焼後に鉄などの有価金属を取り除いた後の粉末を焙焼
滓（電池滓（でんちさい））といいます。これは亜鉛やマンガンの酸化物の混合物であり、この
有効活用が求められています。この電池滓を用いて、アルミニウム合金中のマグネシウム濃度調
整に用いる添加剤（フラックス）を開発しました。

■研究の要点
１．アルミニウム中のマグネシウムとの反応性の確認
２．マグネシウムとの反応性を向上させる処理方法の開発
３．マグネシウム濃度の調整用フラックスとしての製品化

■研究の成果
１．市販のMg低減フラックス（脱Mg材）と同等、または、それ以上の性能を有するフラックス

を開発しました。
２．このフラックスをアルミニウムスクラップのリサイクルに活用できることを見いだしました。
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